
水
道
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
。
わ
た

し
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
不
思
議
と
も
思

わ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
水
道
は
生
活
に
と

け
込
ん
で
い
る
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。し

か
し
、
水
道
局
は
原
水
を
取
水
あ

る
い
は
仕
入
れ
て
浄
水
し
、
敷
設
さ
れ

た
水
道
管
を
通
じ
て
、
利
用
者
に
常
時

給
水
す
る
と
い
う
、
立
派
な
ビ
ジ
ネ
ス

な
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
水
道
経
営

を
担
っ
て
い
る
人
々
は
、
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
に
経
営
環
境
を
認
識
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
日
本
で
も
最
も
歴
史
の
古

い
、
そ
し
て
３
６
０
万
人
と
い
う
市
民

の
水
道
を
担
う
横
浜
市
水
道
局
を
訪
ね
、

現
代
の
水
道
経
営
に
つ
い
て
き
い
て
み

た
。

節
水
と
収
益
減
少
の
ジ
レ
ン
マ

巷
で
は
環
境
保
全
へ
の
関
心
の
高
さ

か
ら
、
水
を
使
う
生
活
機
器
に
節
水
型

の
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
単
に
水
道
代

を
抑
え
る
と
い
う
金
銭
面
で
の
メ
リ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
渇
水
時
の
節
水
意
識
、

「
水
を
無
駄
に
し
な
い
」
と
い
う
自
然

環
境
へ
の
配
慮
ま
で
、
消
費
者
が
節
水

に
賛
意
を
表
し
て
い
る
の
だ
。
節
水
を

う
た
え
ば
製
品
価
値
が
上
が
る
と
な
れ

ば
、
家
電
や
水
回
り
機
器
を
扱
う
メ
ー

カ
ー
が
飛
び
つ
か
な
い
は
ず
は
な
い
。

そ
の
中
で
も
段
ト
ツ
に
節
水
効
果
を

上
げ
て
い
る
の
が
、
洗
濯
機
、
水
洗
ト

イ
レ
、
食
洗
機
で
あ
る
。

横
浜
市
水
道
局
で
は
２
０
０
４
年
度

（
平
成
16
）
に
今
後
の
水
需
要
予
測
を

行
な
っ
た
。
概
ね
２
０
２
４
年
こ
ろ
ま

で
は
横
ば
い
、
も
し
く
は
微
減
で
あ
ろ

う
と
予
測
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中

で
大
幅
な
水
道
使
用
量
減
少
に
影
響
を

与
え
る
要
素
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る

の
が
、
節
水
型
製
品
の
導
入
だ
。

例
え
ば
洗
濯
機
を
取
り
上
げ
て
み
よ

う
。
斜
め
ド
ラ
ム
式
は
、
以
前
の
水
槽

式
よ
り
も
50
r
も
節
水
で
き
る
。
２
日

に
１
回
洗
濯
す
る
と
な
る
と
、
水
道
料

金
と
し
て
は
年
間
２
１
８
４
円
の
節
約
。

ま
た
、
ト
イ
レ
も
、
各
社
節
水
機
能

を
前
面
に
出
し
て
開
発
を
競
っ
て
い
る
。

例
え
ば
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
と
、
今
ま
で

の
サ
イ
ホ
ン
式
便
器
は
、
大
・
小
と
も

に
13
r
の
洗
浄
水
量
を
流
し
て
い
た
の

に
対
し
、
節
水
型
商
品
で
は
、
大
８
r
、

小
６
r
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
１
日
で

約
１
１
３
r
（
バ
ケ
ツ
14
杯
分
）
も
節

水
で
き
る
そ
う
だ
。

横
浜
市
水
道
局
に
よ
れ
ば
、
横
浜
市

で
は
節
水
型
洗
濯
機
は
す
で
に
64
・

４
％
、
ト
イ
レ
は
16
・
５
％
の
普
及
率

と
い
う
。
残
り
の
世
帯
が
今
後
ど
れ
だ

け
導
入
す
る
か
に
よ
っ
て
、
水
道
料
金

の
収
益
に
大
き
な
影
響
が
出
る
の
は
避

け
ら
れ
な
い
事
実
だ
。

風
呂
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
、
身
体

を
横
た
え
て
浸
か
る
カ
ー
ブ
型
浴
槽
は
、

従
来
の
浴
槽
よ
り
も
節
水
で
き
る
。
節

28

公営企業
水道局の総合力

経営戦略を意識した水ビジネスへ

横浜市水道局

総務部総務課

吉野 稔也さん

横浜市水道局

経営企画部経営企画課

大澤 吉輝さん

横浜市水道局

建設部計画課

林 秀樹さん

横浜市水道局

営業部「はまっ子どうし」担当

川人 政憲さん



水
型
シ
ャ
ワ
ー
も
売
り
出
さ
れ
て
い
る

し
、
残
り
湯
で
洗
濯
機
を
回
す
の
は
主

婦
の
常
識
と
化
し
つ
つ
あ
る
。

一
般
に
、
家
庭
で
の
水
使
用
量
の
内
、

洗
濯
、
ト
イ
レ
、
風
呂
で
約
７
割
を
占

め
て
お
り
、
こ
の
部
分
で
の
節
水
率
向

上
は
、
水
使
用
量
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

節
水
は
、
確
か
に
水
道
局
に
と
っ
て

は
収
益
減
の
要
因
と
な
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
節
水
し
な
い
で
ど
ん

ど
ん
使
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
言
え
な
い

と
こ
ろ
に
水
商
い
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る

の
だ
。

こ
の
よ
う
な
節
水
機
器
の
普
及
や
、

不
況
に
よ
る
事
業
用
水
道
使
用
量
の
減

少
、
は
て
は
人
口
減
少
に
伴
う
減
益
を
、

横
浜
市
水
道
局
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
横
浜
市
水
道
局
経
営

企
画
部
の
大
澤
吉
輝
さ
ん
は
、

「
水
道
の
使
用
量
が
伸
び
な
い
中
、
基

本
的
に
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
す
る

環
境
に
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
水
道
局
内
部
の
経
営
効
率
化
を
進

め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
財
源

を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
難
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
よ
う
と

努
力
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
。

使
用
量
の
ピ
ー
ク
は
朝
シ
ャ
ン
が
流

行
っ
た
１
９
９
２
年
（
平
成
４
）
ご
ろ

で
、
そ
れ
以
降
の
減
益
は
経
営
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
、
実
際
に
は
２

０
０
３
年
度
か
ら
黒
字
転
換
（
企
業
債

残
高
を
除
く
）
に
ま
で
漕
ぎ
着
き
、
利

益
が
確
保
で
き
る
財
政
構
造
に
転
換
し

つ
つ
あ
る
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
だ
か
ら
こ
そ

長
期
計
画
が
大
切

さ
ら
に
頭
が
痛
い
の
は
、
水
道
管
の

更
新
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
横
浜
市
に

は
日
本
で
最
初
に
近
代
水
道
が
敷
設
さ

れ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
だ
け
古
い
水
道
管
が
残
っ

て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

横
浜
市
の
水
道
管
の
総
延
長
は
約
９

０
０
０
km
。
９
０
０
０
km
と
い
え
ば
、

地
球
の
円
周
の
４
分
の
１
弱
に
相
当
す

る
距
離
で
あ
る
。

「
管
の
履
歴
に
従
っ
て
、
ま
ず
は
高
度

成
長
期
前
半
に
敷
設
さ
れ
た
８
２
１
km

を
２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
ま
で
に
取

り
替
え
終
え
る
予
定
で
す
。

総
延
長
約
９
０
０
０
km
を
順
次
更
新

す
る
に
は
、
仮
に
水
道
管
が
１
０
０
年

も
つ
と
仮
定
し
て
も
、
年
間
90
km
は
更

新
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
今
の
ペ
ー
ス
で
あ
る
年

間
80
km
で
取
り
替
え
る
と
な
る
と
、
１

０
０
年
以
上
は
か
か
る
計
算
で
す
。
し

か
し
、
年
間
１
０
０
km
ペ
ー
ス
で
更
新

を
し
よ
う
と
す
る
と
、
１
０
０
億
円
を

越
え
る
予
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
水
道
局
建
設
部
の
林

秀
樹
さ
ん
だ
。

水
道
管
の
耐
用
年
数
は
場
所
に
よ
っ
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1901年（明治34）に建設された配水池。東名高速横浜
インターのすぐ近くにある川井浄水場で100年の時を刻
み、現役選手としていまだ健在だ。扉を開けてもらう
と、モダンな鉄柵が明治のモダニズムを感じさせる。
左：横浜桜木町駅近くにあるモニュメント。日本の近
代水道は、イギリス人ヘンリー・スペンサー・パーマ
ーが指導して、1887年（明治20）に敷設したことに始
まるが、これは当時の水道管。現存する最古のものだ。



（百万円）

2004年度
（平成16）

2003年度
（平成15）

2002年度
（平成14）

給水戸数 （戸） 1,648,0921,624,5551,600,973

（ t） 405,784,000402,413,000406,405,000

（ t）

有収水量

一戸当たり有収水量 246248254

料金収入 家事用 45,94445,59546,145

業務用 31,10631,00132,133

公衆浴場 656872

計 77,11576,66478,350

横浜市人口 （人） 3,555,4733,527,2953,496,927

横浜市世帯数

横浜市水道局の給水戸数
料金収入等

（世帯） 1,486,4291,461,0301,433,127

世帯当たり人口 （人） 2.392.412.44

横浜市水道局 を取巻く環境
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横浜市の人口分布　2005年度

水道使用量の増加要素と減少要素　2004年度第４回横浜市水道事業概要長期構想検討委員会資料より

六大都市の水道比較
東京都水道局作成　2004 福岡市 大阪市 名古屋市 横浜市 東京都 札幌市

給水人口（人）1,341,616 2,619,424 2,303,608 3,585,745 12,134,459 1,855,419

導水配水管延長（ｋｍ） 3,838 5,141 5,523 9,096 25,659 5,707

給水戸数（戸） 724,966 1,431,894 1,151,785 1,648,092 6,433,009 844,757

一日給水施設能力（ t） 748,187 2,434,000 1,424,000 1,820,000 6,859,500 835,200

一日最大配水量（ t） 450,252 1,562,500 1,048,180 1,383,000 5,113,600 662,740

一日平均排水量（ t） 402,200 1,326,500 819,600 1,207,900 4,451,000 545,100

料金（円） 4,223 2,536 3,672 3,528 3,319 4,452

給水原価（円） 253.9 169.36 187.74 208.73 199.98 240.74

職員数（人） 413 2,186 1,514 2,229 4,683 723

1tあたり、
口径２０ｍｍ・２４ｍ３、税込

1t あたり、税込

要素 考え方 水道使用量への影響

家事用

人口増 横浜は、今後20年間は増加するが、増加率は減少していく 増加

核家族化 一人世帯では減になり、増加水量はこれまで考えられていたほど多くない 増加

節水型水使用機器の普及 トイレ、風呂、洗濯機、台所で節水機器の改良が進んでおり、減少分は大きい 大幅減少

ディスポーザーの普及 近年着工のマンションは標準装備が多い 微増

プラスティック食品容器の洗浄 ゴミの分別収集実施により使用水量が増加 微増

温水洗浄機能付便座の普及 増加分は僅か 微増

業務用

社会福祉施設増加 高齢化社会による施設建設が増加 微増

企業進出 みなとみらい地区等への進出（昼間人口増） 微増

地下水利用 緊急時の利用や水道料金の支払い抑制のため地下水に切り替える方向 減少

その他

屋上緑化 循環水利用のため増加水量は僅か 考慮せず

屋根壁面気化熱冷却 循環水利用のため増加水量は僅か 考慮せず

打ち水効果 再利用水の利用のため増加水量は僅か 考慮せず
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横浜市は大きな資産をもっている。それは都市人口
だ。少子高齢化の影響を受けて、地方都市では人口
が減りつつあるが、逆に都市部には団塊の世代や高
齢者が集まる傾向がある。子育ての手が離れた夫婦
が、暮らしやすい都会に戻ってきたり、郊外に住む
30歳過ぎの子どもたちが老親を呼び寄せたりする。
このため、都市部には人口が集積する傾向があるし、
世帯数はそれほど急激には減らない。

一般的なこのようなグラフでは、団塊の世代の
人口が突出し、その次に団塊ジュニアのこぶが
あり、全体としては年齢が若くなるにしたがっ
て少なくなるというカーブを描く場合が多い。
ところが横浜市の場合は、20歳〜45歳ぐらい
までの若年層から働き盛りまでの人口が団塊の
世代よりも多く、子供の数の減少も目立つほど
ではない。人口数そのものも多く、市場として
は恵まれているといえるだろう。

大都市だけではなく、全国の水道局に目を転じると、1ｔあたりの料金が1,000円を切っている赤穂市
（兵庫県）や1,000円代の富士吉田市（山梨県）、秦野市（神奈川県）、黒部市（富山県）などがあり、そ
れらは地下水が豊富な地域の水道局である。一方で、離島を抱える地域や、過疎地域など給水人口が少
ない地域では6,000円を超える所もあり、水道料金も原水の料金（つまり、仕入れ価格）や、給水人口

（顧客の数）、地の利（設備や職員の数）などによって大きな格差があることがわかる。

水道局の抱える条件によって生じる格差をどう見るかということは、立場により判断のわかれるところ
だ。利用者の所得に占める水道料金の割合を考えることも、ときには必要である。例えば、横浜市の倍
近い水道料金を、老齢人口が高く相対的に所得の低い過疎地域の人が払うのは、料金の格差以上の社会
的格差を生んでいる可能性もあるからだ。また、水道料金が安い地域は、豊富な地下水を利用している
場所が多いのだが、常にかかる地下水涵養のコストが、水道料金に反映されているかどうかは一概にい
えない。

「受益者負担」と一口にいっても、どこまでのコストを利用者が負担するのかは定まっておらず、各水道
局の裁量に任されているのが現状だ。

2004年度で、約４億トンの水が給水されているが、これはこの３年間ほぼ横ばいである。
水道料金収入は771億円で、漸減傾向にある。

水道使用量に大きな影響
を与え、おそらく「大幅
減少」をもたらす要素と
みなされているのが、「節
水型水使用機器の普及」。
具体的には、洗濯機、ト
イレ、食洗機など。



 

　

　

洗濯機の形態別使用水量
生活知恵袋サイト：
http://www.seikatu-cb.com/index.htmlより

　

家庭での水の使われ方
一般家庭水使用目的別実態調査
東京都水道局　2002年度

トイレ
28%

風呂
24%

炊事
23%

洗濯
17%

洗顔など
その他
    8 %

水槽式

ドラム式

ななめ
ドラム式

１
回
当
た
り
平
均
水
使
用
量
（
リ
ッ
ト
ル
）

122

95

72

水
道
代
換
算
（
１
リ
ッ
ト
ル
０
．
２
４
円
の
場
合
、
円
）

29

22

17

年
間
水
道
代
（
２
日
に
１
回
使
っ
た
場
合
、
円
）

5,278

4,004

3,094

家庭での水の使われ方-2
生活用水実態調査
東京都水道局　2003年度

世帯
構成人数

年間使用
水量（ t）

１人 8.2

２人 16.3

３人 21.8

４人 26.8

５人 29.4

６人以上 37.2

説明変数
分類 代表業種

項目

渇
水
に
影
響

さ
れ
や
す
い

地
下
水
取
水
の

影
響
を
受
け
や
す
い

食料品 養鶏養豚、食肉、鮮魚、豆腐、青果、乾物、牛乳販売 食料品販売額（専門店）

学校 学校 生徒・教職員数 ● ●

レジャー ホテル、旅館、娯楽 宿泊客数、客室数 ●

公開型民間施設 私立病院、歯科医院 市内総生産 ● ●

電気・機械工業他 電機、機械、紙工品・皮革、写真店 電機・機械従業者数 ●

大規模商業施設他 百貨店、マーケット、病院 販売高、従業者数、売り場面積 ● ●

ガソリンスタンド等 ガソリンスタンド、窯業・土石 給油所数、他 ●

商業 理容、クリーニング、飲食店、運送、卸売・小売、製造業 昼間人口、商店数、商品販売額

素材系工業 食品、化学、鉄鋼 従業者数 ●

官公署 官公署 昼間人口 ●

社会福祉施設 福祉施設、治療施設、市民プール 社会福祉施設 ●

会議場等 国際会議場、データセンター、商業施設 昼間人口 ● ●

その他 バー、キャバレー等

り
の
水
使
用
量
よ
り
世
帯
あ
た
り
の
水

使
用
量
が
基
準
に
な
る
か
ら
だ
。
１
日

あ
た
り
の
平
均
水
使
用
量
は
２
２
０
r

〜
２
５
０
r
／
１
世
帯
ぐ
ら
い
で
、
こ

れ
は
平
均
的
な
浴
槽
の
容
量
２
０
０
r

が
関
係
し
て
い
る
。

「
横
浜
に
は
自
前
で
や
る
技
術
力
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
技
術
力
を
生
か
し
、
水

道
事
業
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
性

格
か
ら
考
え
て
、
事
業
の
運
営
形
態
も

市
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
」

と
大
澤
さ
ん
は
語
る
。

し
か
し
近
年
は
人
口
に
応
じ
た
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
責
任
を
果

た
し
つ
つ
、
緊
急
時
や
立
場
に
応
じ
た

他
分
野
の
水
商
売
企
業
と
の
共
生
も
意

識
し
て
い
る
。
そ
れ
を
横
浜
市
水
道
局

で
は
「
よ
い
補
完
関
係
」
と
考
え
て
い

る
。

「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
外
注
す
る
と

い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
行
き
過
ぎ
た
外
注
が
進
む
と
、

人
材
育
成
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
、
技

術
継
承
が
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
社
会

的
な
責
任
を
担
う
水
道
事
業
で
は
、
そ

う
い
っ
た
事
態
は
避
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
」

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
な
が
ら
、

質
の
低
下
を
防
ぐ
と
い
う
難
問
を
解
決

す
る
こ
と
は
、
水
道
局
だ
け
に
限
ら
ず
、

横
浜
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
だ
と
い
う
。

て
大
き
く
左
右
さ
れ
、
海
成
粘
土
層
で

は
20
年
も
も
た
ず
に
腐
食
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
た
め
、
腐
食
性
土
壌
対
策

と
し
て
土
に
直
接
触
れ
な
い
工
夫
を
し

て
、
で
き
る
だ
け
耐
用
年
数
を
伸
ば
し

て
い
る
の
だ
と
い
う
。

水
道
管
の
更
新
や
浄
水
場
の
高
機
能

化
、
ま
た
耐
震
性
の
強
化
な
ど
、
莫
大

な
更
新
費
用
を
負
担
し
続
け
ね
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
に
、
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

水
道
事
業
の
悩
み
が
あ
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
「
水
道
管
の
更
新
に
費
用
が
か

か
る
か
ら
値
上
げ
し
ま
す
」
と
安
易
に

は
言
え
な
い
。

だ
か
ら
「
１
０
０
年
先
を
見
て
仕
事

を
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉
は
、
別
に
カ

ッ
コ
を
つ
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
１
０
０
年
先
の
た
め
に
、
今

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
何
で
あ
る

か
を
明
確
に
し
て
、
１
歩
ず
つ
前
進
し

な
く
て
は
や
っ
て
い
け
な
い
の
が
水
道

事
業
な
の
で
あ
る
。

人
口
に
応
じ
た

適
正
な
サ
イ
ズ
を
目
指
す

幸
い
な
こ
と
に
、
横
浜
市
の
人
口
は

少
子
高
齢
化
の
傾
向
に
逆
ら
っ
て
、
横

ば
い
か
ら
微
増
で
推
移
し
て
い
る
。
ま

た
都
市
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
単
身
世
帯

や
少
人
数
世
帯
が
多
い
た
め
に
、
世
帯

数
の
減
少
は
さ
ほ
ど
進
ま
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
日
本
で
は
一
人
当
た
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上の図表は、横浜市水道局がまとめた「業務用水量を左右する項目」
で、いわば大口顧客業種リストとも呼べるもの。（平成16年度第４回

横浜市水道事業概要長期構想検討委員会資料より）多くの水を使う代表
業種と、それぞれが「渇水」に影響を受けやすいか、地下水利用に
移行するケースがあるかどうかを検証している。

現在は景気が上昇局面にあるといわれているが、「景気」が冷え込
めば、それに応じて利用水量は減る。このこともあって、水道局と
しては、水需要予測は横ばいであっても、できるだけ余裕のある経
営を求められることになる。業務用水量の需要予測は微増だが、唯
一減少傾向を示しているのが、地下水を利用している業種だ。緊急
時に水が必要な業種（例えば病院など）や、大口需要者で水道コス
トを圧縮したいと考えている事業者は、自分で井戸を掘り、地下水
を汲み上げ浄水して利用している。今後そのようなケースも増えて
くるのではないかと予想されているらしい。

洗濯機は、昔は水槽式が多かったが、
最近ではドラム式、さらには、斜め
ドラム式が普及し始めている。そし
て新製品は、どれもが節水型を謳っ
ている。

トイレや風呂も同様の傾向にあり、
節水型が売り出されている。一般に
家庭での水使用量の内、洗濯、トイ
レ、風呂が約７割を占めている。こ
の７割の部分での節水率向上は、水
使用量に大きなインパクトを与える。
節水が進むことは、水道局にとって
収益減の要因となり得るのである。



る
意
識
改
革
だ
。
そ
の
一
つ
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
市
場
へ
の
参
入
が
あ
る
。

今
、
全
国
の
水
道
局
が
タ
ッ
プ
ウ
ォ

ー
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
用
に
無
償
配
布
し
た
り
、

販
売
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
タ
ッ
プ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
は
、

蛇
口
（tap

）
か
ら
出
る
水
。
つ
ま
り
は

水
道
水
を
詰
め
た
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ

ー
の
こ
と
だ
。

横
浜
市
水
道
局
で
も
、「
は
ま
っ
子
ど

う
し
」
と
い
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
２
０

０
３
年
（
平
成
15
）
か
ら
５
０
０
p
、

１
０
０
円
で
販
売
し
て
い
る
。
東
京
都

の
タ
ッ
プ
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
東
京
水
」
の

ボ
ト
ル
に
は
「
こ
れ
は
水
道
水
の
１
０

０
０
倍
の
値
段
で
す
」
と
書
か
れ
て
い

る
ぐ
ら
い
で
、
あ
く
ま
で
も
水
道
水
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
存
在
す
る
わ
け
だ
が
、

「
は
ま
っ
子
ど
う
し
」
は
、
水
源
で
あ
る

道
志
川
の
上
流
の
水
を
採
水
し
た
も
の

で
、
他
地
域
の
タ
ッ
プ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と

は
少
し
趣
が
違
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
が

売
り
に
も
な
っ
て
い
る
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ

ー
タ
ー
な
の
だ
。
膜
濾
過
し
た
あ
と
、

１
３
２
度
で
２
秒
間
加
熱
処
理
し
塩
素

は
加
え
て
い
な
い
。
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
横
浜
と
水
源
地
の
道
志
村
か
ら
き
て

お
り
、
双
方
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
表

す
も
の
で
、「
道
志
村
」
と
仲
間
と
い
う

意
味
の
「
同
志
」
を
か
け
た
ダ
ブ
ル
ミ

ー
ニ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

自
動
販
売
機
、
デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
、

果
て
は
中
華
街
の
製
麺
所
で
こ
の
水
を

使
っ
た
商
品
を
開
発
し
て
も
ら
う
な
ど
、

な
か
な
か
商
売
上
手
な
展
開
を
み
せ
て

い
る
。

こ
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
水
道
会
計

に
計
上
さ
れ
ず
に
、
新
た
に
設
け
ら
れ

た
「
水
の
ふ
る
さ
と
道
志
の
森
基
金
」

に
プ
ー
ル
さ
れ
る
。
売
れ
行
き
も
好
調

で
、
２
０
０
５
年
度
（
平
成
17
）
に
は

42
万
本
が
出
荷
さ
れ
、
２
０
０
６
年
度

は
「
取
り
扱
う
コ
ン
ビ
ニ
店
を
拡
大
し

た
い
」、「
１
２
０
万
本
売
ろ
う
」
と
意

気
込
ん
で
い
る
。

「
は
ま
っ
子
ど
う
し
」
の
販
売
を
担
当

す
る
営
業
部
の
川
人
政
憲
さ
ん
は
、
こ

の
水
を
「
動
く
蛇
口
」
と
呼
ぶ
。

「
売
り
始
め
た
当
初
は
、『
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
水
道
局
が
売
る
の
は
邪
道
で
は
な

い
か
』
と
い
う
意
見
も
内
部
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
我
々
は
水
の
プ
ロ
が
提

供
す
る
『
動
く
蛇
口
』
と
意
識
の
転
換

を
進
め
て
い
ま
す
」

つ
ま
り
一
般
の
タ
ッ
プ
ウ
ォ
ー
タ
ー

と
は
違
っ
て
、
道
志
川
の
源
流
の
お
い

し
い
水
を
ボ
ト
ル
詰
め
し
た
水
で
す
、

し
か
し
、
そ
の
水
は
横
浜
市
の
水
道
の

水
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
、
と
い
う
二
重

の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
が
、

水
の
文
化
楽
習
で
紹
介
し
た
道
志
水
源

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
活
動
を
通
じ
て
横
浜
市
民
が

水
道
事
業
に
関
心
を
深
め
て
い
る
と
い

う
事
実
は
、
横
浜
市
水
道
局
の
思
惑
が
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当
た
っ
た
と
い
う
証
明
に
も
な
る
の
だ
。

民
間
に
負
け
な
い

公
営
企
業
の
取
り
組
み

企
業
経
営
に
と
っ
て
、
自
ら
の
事
業

領
域
を
ど
う
定
義
す
る
か
は
、
大
事
な

問
題
で
あ
る
。
商
品
を
つ
く
っ
て
売
る

だ
け
の
既
存
の
商
売
か
ら
、
商
品
の
利

用
者
層
を
育
成
し
た
り
、
購
入
を
促
す

周
辺
の
市
場
に
ま
で
意
識
を
広
げ
れ
ば
、

事
業
を
水
平
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
そ
う
な
れ
ば
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
打
ち
出
し
方
も
変
わ
っ
て
く
る
。

横
浜
市
水
道
局
で
も
、
こ
う
し
た
発

想
の
転
換
に
よ
る
事
業
展
開
の
機
運
が

起
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
水
を
届
け
る
ま
で

が
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
し
た
。
し
か

し
こ
れ
か
ら
は
、
蛇
口
か
ら
良
い
水
が

出
る
と
こ
ろ
に
ま
で
責
任
を
持
つ
、
水

の
総
合
産
業
を
目
指
し
ま
す
」
と
総
務

部
の
吉
野
稔
也
さ
ん
は
言
う
。

通
常
は
利
用
者
自
身
が
行
な
っ
て
い

る
顧
客
の
敷
地
内
の
給
水
装
置
や
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
貯
水
槽
の
管
理
に
も
水
道

局
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
始
め
た
。
具
体
的

に
は
、
管
理
が
行
き
届
き
に
く
い
容
量

の
小
さ
い
貯
水
槽
を
直
結
給
水
に
切
り

替
え
る
こ
と
を
推
奨
す
る
な
ど
、
蛇
口

か
ら
良
質
な
水
が
出
る
た
め
の
施
策
を

講
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

学
校
で
子
供
た
ち
が
水
道
の
水
を
飲

「
横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」
と
い
う

名
称
を
つ
け
ら
れ
た
中
期
的
な
都
市
経

営
戦
略
で
は
、「
市
民
と
と
も
に
都
市
を

経
営
す
る
」
こ
と
が
第
一
に
掲
げ
ら
れ
、

そ
の
実
績
が
通
信
簿
、
検
証
と
い
う
具

体
的
な
言
葉
で
繰
り
返
し
市
民
か
ら
の

評
価
を
求
め
て
い
る
。

主
な
戦
略
と
結
果
を
掲
載
し
た
抜
粋

版
に
は
、
７
つ
の
政
策
プ
ラ
ン
、
６
つ

の
財
政
プ
ラ
ン
、
７
つ
の
運
営
プ
ラ
ン
、

５
つ
の
そ
の
他
の
プ
ラ
ン
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、「
た
い
へ
ん
よ
く
で
き
ま
し

た
」
と
い
う
Ａ
評
価
は
た
っ
た
１
つ
だ

け
、
と
い
う
誠
に
厳
し
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
厳
し
さ
が
逆
に
市
民

の
点
の
辛
さ
を
正
直
に
受
け
止
め
て
い

る
と
し
て
、
信
頼
を
寄
せ
る
要
因
に
な

り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

動
く
蛇
口

水
道
経
営
の
苦
境
を
認
識
し
た
水
道

局
で
は
、
い
っ
た
い
何
が
変
わ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
何
よ
り
も
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
の
は
、
民
間
企
業
と
肩
を
並
べ



33 公営企業 水道局の総合力

ま
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
少
子
化
で
使

用
頻
度
が
減
っ
た
こ
と
や
土
日
が
休
み

に
な
っ
た
こ
と
で
、
受
水
槽
内
の
滞
留

時
間
が
長
く
な
っ
て
、
外
気
に
よ
っ
て

暖
ま
っ
た
水
が
蛇
口
か
ら
出
る
た
め
に
、

ま
す
ま
す
水
道
水
の
評
判
が
悪
く
な
っ

て
い
る
の
だ
。
横
浜
市
水
道
局
で
は
、

「
子
供
た
ち
が
水
道
水
を
飲
む
文
化
を
育

む
事
業
」
と
し
て
直
結
給
水
工
事
を
実

施
、
こ
の
蛇
口
の
水
は
お
い
し
く
て
安

全
だ
よ
、
と
わ
か
る
よ
う
に
「
は
ま
ピ

ョ
ン
」
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
目
印
に
し
て

い
る
と
い
う
。
涙
ぐ
ま
し
い
ま
で
の
努

力
は
、
従
来
の
お
役
所
然
と
し
た
意
識

か
ら
は
、
決
し
て
出
て
こ
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。

水
道
の
水
は
ま
ず
い
、
と
い
う
理
由

で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
浄
水
器
の
水
を
有

難
が
る
風
潮
に
、
水
道
局
が
一
石
を
投

じ
る
。
そ
れ
の
鍵
を
握
る
の
が
、
横
浜

市
の
水
源
林
・
山
梨
県
道
志
村
で
あ
る
。

こ
の
水
源
林
保
全
を
市
民
と
共
に
行
お

う
と
い
う
取
り
組
み
が
、
す
で
に
２
０

０
３
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。「
横
浜
水

道
10
か
年
プ
ラ
ン
」
に
は
、
最
先
端
の

浄
水
技
術
を
導
入
し
て
施
設
の
再
整
備

を
図
り
、
道
志
川
水
源
の
水
を
詰
め
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
「
は
ま
っ
子
ど
う
し
」

の
水
質
レ
ベ
ル
を
目
指
し
ま
す
、
と
書

か
れ
て
い
る
。

水
源
林
保
全
の
取
り
組
み
に
も
、
動

く
蛇
口
「
は
ま
っ
子
ど
う
し
」
は
、
戦
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黄色いリボンは、間伐
する木につけられた目
印。道志村のインスト
ラクターは、間引く目
安を「薄い」「濃い」で
表現する。木の密集度
合いが「濃い」ところ
を間引くのだ。長年の
経験から出てくる言葉
だ。
間伐材の有効利用はあ
らゆるところで検討課
題とされているが、横
浜市の水道局も同様だ。
とりあえず、局内のネ
ームプレートや案内板
に利用しているが、循
環型社会を構築するこ
との難しさを感じさせ
られる。

道志村の中にある横浜市水道局の水源林管理所は、水源林保全の理念
を体現した自然を感じさせる木造建築。とはいえ間伐材を建築資材に
使うのは、なかなかに難しく、結局看板などの小物への利用に限られ
ているのが現状だ。現代の水道ビジネスは、まったく「畑」の違う間
伐材の有効利用までを守備範囲とすることを求められている。


